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富士ソフトで活躍する外国籍社員
富士ソフトのグローバル

 　出身国数  　　                	

　２１ヶ国

　当社では、21ヶ国、161名（2017年8月現在）の外国籍社員が働いており、日

本人社員と異なる発想や視点を活かして活躍しています。一方で、様々な文化習慣を背

景とした異なる価値観を持った外国籍社員は、日本で働く目的も悩みも様々です。外国

籍社員ならではの悩みも早期に解決できるよう、従来の社員相談窓口だけではなく、英

語などでも異文化交流や相談できる社内SNS（GLOBAL COMMUNITY）を開設し、

外国籍社員と日本人社員が様々な分野について活発にコミュニケーションを図り、グ

ローバル化の発展に繋がっています。英語相談窓口では、仕事上の問題からプライベー

トの悩みまで、広く相談を受け付けています。

　また、　自社ビルにイスラム教徒向けのお祈り部屋を設置して、イスラム教徒特有の「ワーク・ライフ・バランス」に

対応するなど、外国籍社員にとっても、いきいきと働ける職場づくりを目指しています。　　　　　　　

イスラム教徒向けのお祈り部屋

富士ソフトのグローバル

　 外国籍社員数

　１６１名

多様性の尊重

ものづくりを通じた人材育成支援

全日本ロボット相撲大会®

全日本ロボット相撲大会 ®

　海外参加国数

　２０ヶ国

　ロボット相撲とは、自作したロボットを力士に見立て、対戦相手のロボットを土俵

から押し出す競技です。当社が主催する「全日本ロボット相撲大会®」は、国内最大規

模のロボット競技大会であり、「ロボット作りを通して『ものづくり』の楽しさを知っ

てもらう場を提供する」ことを目的に開催してまいりました。2016年12月18日に

開催した第28回大会では、1053台のロボットの中から勝ち進んだ64台が、相撲の

聖地、国技館で競い合い、優勝者には第28代横綱として、文部科学大臣杯と文部科学

大臣賞が授与されました。

　近年、海外において「相撲ロボットの製作はロボットテクノロジーの習得に適している」と各国に高く評価されており、

現在、確認できるだけでも、ヨーロッパ、アフリカ、アジア、北米、中米、南米の30ヶ国でロボット相撲に取り組ん

でいるほど世界的に普及しています。当社ではロボット相撲の教育的効果をより多くの方々に知っていただき、更なる

普及と世界のロボットテクノロジーの向上を目的とした活動を展開しています。「INTERNATIONAL ROBOT SUMO 

TOURNAMENT 2016」では、世界20ヶ国（アメリカ、エクアドル、カザフスタン、コロンビア、トルコ、スペイ

ン、ブラジル、ペルー、ポーランド、メキシコ、モンゴル、リトアニア、ルーマニア、エストニア、中国、インドネシア、

コンゴ、エジプト、パラグアイ、アルゼンチン）から72台の相撲ロボット、230名の選手・関係者が来日、世界中が

注目する熱い戦いが繰り広げられ、自立型は昨年に続きトルコの選手が世界一に輝きました。

　今後、さらにロボット相撲を世界に拡げる努力をしていきます。

※大会の詳細については公式ＨＰ ( http://www.fsi.co.jp/robot ) にてご覧いただけます。

再生軟骨の企業治験臨床適応が終了　～早期実用化を目指す

　当社は、2015年11月に研究開発を開始した「インプラント型自己細胞再生軟骨」の早期実用化により、口唇口蓋

裂(口唇、口蓋、またはその両方に裂の見られる先天性の疾患)患者に対して、身体的・精神的な苦痛をともなう既存治

療に代わり、第一に選択される治療法になることを目指して、2015年4月に企業治験を開始し、2017年5月に最終

患者への移植が完了し、企業治験の臨床適応が終了しています。「インプラント型自己細胞再生軟骨」による治療の早期

実用化に向け、2018年1月の製造販売承認申請を経て2018年中の販売開始を予定しています。また、「インプラン

ト型自己細胞再生軟骨」の研究で培ってきた経験とノウハウを活かし、大学発の再生医療研究の事業化を後押しする「再

生医療アカデミアモデル」を考案し、サービスの提供を開始しています。

　サービス内容としては、教育・訓練、研究・開発支援、産学連携支援、

細胞凍結保管であり、大学の再生医療研究の事業化の障壁になっている

様々な課題について、特定細胞加工物製造許可を取得している富士ソフ

トグループの富士ソフト・ティッシュエンジニアリング株式会社の細胞

培養センターを使用し、非臨床試験から臨床試験までをワンストップサー

ビスで提供することで解決するものとなります。

　再生医療については、2014年11月に再生医療等安全性確保法の施

行により、規制が緩和され、再生医療関連産業の成長が促進されています。

　当社では、大学発の再生医療研究が事業化され、新たな治療法の一つ

として提供されるよう支援してまいります。
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白熱した試合の様子


